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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 「生活習慣改善プログラム」の研修が17日、25日、28日の３日間、１７：３０よりメンタルケア病棟３階会議室で行なわれます。出席する予定日を分けていますので、必ず参加して下さい。

· 院内感染対策委員会よりインフルエンザについての説明が来ています。各自確認して下さい。

＜婦人科診察＞

· 鈴木　サダ様・・・小坂Ｄｒより膣脱処置施行しています。次回小坂Drが坐薬持参しますので、それまでは今まで通りの処置を行って下さい。尚入浴が出来なかった日でも、陰部を自室で洗ってから処置を必ず行って下さい。（１％ピオクタニン消毒液ですが、薬局へ注文しています。又フラセチンパウダーもなくなった際、薬局へ発注すればよいとのことです。）

＜内科診察＞

· 田端　玲子様～微熱ある為、臨時薬継続処方となっています。発熱の有無確認してください。

· 田高　奨様～発熱・咳の症状落ち着いてる為、臨時薬本日朝で飲み切り止めとなっていま

す。

· 南　市三郎様～本日の胸部レントゲンの結果、肺炎の影はまだ変わりなくあり、臨時薬継続

処方となっています。

また、痰から緑膿菌が出ており、それにたいして抗生剤が６日分処方となって

います。今後も状態の観察と、十分な吸引と口腔ケアの徹底、スタッフは手洗い

を励行して下さい。

・　橋本　万様～予測指示出ています。体温３８．０以上の時に坐薬使用して下さい。

・　佐々木　喜代治様～予測指示出ています。体温３８．０以上の時に坐薬使用して下さい

＜Ｍ－ＳＥＩＬ分析＞

２月１０日　　　　　　　宮　チヤ様

何が起こったか：Ｄホールにて長椅子へ座り、夕食の順番を待っていた宮チヤ様と先に食事を済ませた根市巳佐男様が隣同士になり、宮チヤ様が根市巳佐男様を叩いた事に怒って、指輪のついた手で宮チヤ様を叩いてしまい、額右側に３センチ程の腫脹、１センチの裂傷見られ出血した。

	
	
	実際どう行動したのか
	何が原因だったのか
	今後の対策

	ソフト
	夕食を待って頂く患者様に対し、スタッフが常時付き添い見守りを行なう。
	· 見守りをしていたがスタッ

フが食事介助をしていたスタッフに声掛けその場を離れた。

・食事介助をしながら患者様を見守っていた。
	· 常時付き添い、その場にいるべきだった。

· 食事中の患者様に気を取られてしまった。
	・患者様が夕食を待っておられる際は、その場を離れず、常時付き添い見守る。

	ハード
	指輪等の危険な物は外していただく
	長いすへ座っていただき、夕食を待っていただいていた。
	根市巳佐男様の指輪が当たり負傷してしまった。
	指輪等の危険物は外して頂く。又説明しチェスト保管・家族へ返却する。

	勤務環境
	常時付き添うべきだった。・一人の患者様に気を取られず、周りの患者様にもっと目を配るべきだった。

・必要物品を多めに準備するべきだった。
	· 見守り行なっていたが、足

りなくなったエプロンを取りに行くためスタッフに声を掛けＤオフィスに行った。　　　　　　　　　　　

・食事介助を行ないながら、見守りを行なっていた。


	・スタッフに声を掛けるもその場から離れてしまった。

・食事介助中に患者様に気を取られてしまった。

	・見守り必要な患者様は、常時付き添い見守る。

・一人の患者様に気を取られず周囲にも気を配る。

必要物品（エプロン等）は多めに準備する。

	関与した看護者
	・常時付き添うべきだった。

一人の患者様に気を取られず周りにもっと目を配るべきだった。


	スタッフ間で、声掛けして行なっていたが、食事介助の患者様に気を取られ根市巳佐男様の手を止める事が出来なかった。
	・見守り必要とする患者様から離れてしまった。

・食事介助の患者様に気を取られてしまった。
	・見守り必要とする患者様は常時付き添う。

・一人の患者様に気を取られず、他者への観察へも気を配る。

	患者様の状態
	・常時付き添い見守るべきだった。

・一人の患者様だけではなく、周りにもっと目を配るべきだった。
	・長椅子で一人で座り夕食を待っていた。
	・空腹でイライラしていた様子である。
	・常時付き添い見守る。


２月１４日　　戸賀沢　庄治様

何が起こったか：Ｄホールにて戸賀沢庄治様が転倒しているのを発見。下唇に５ミリ程度の切傷、鼻頭部の腫れが見られる。

	
	
	実際どう行動したのか
	何が原因だったのか
	今後の対策

	ソフト
	・起床したら見守りの出来るＣホールにいて貰う。

・Ｄホールに誘導ではなく、Ｃホールに誘導するべきだった。
	・職員二人とも他患者様に気を取られ、戸賀沢様本人を見落としていた。
	ふらつきがある患者様だったが、見守りが出来ないＤホールへ誘導してしまった。
	・一人が介助に入り、一人がＣホールにて見守りを行なう。

	ハード
	
	
	
	

	勤務環境
	・深夜勤帯でスタッフが２人で業務をしている。
	事故の時間帯、患者様の起床時間と重なり、目が行き届かなかった。
	ふらつきのある戸賀沢様をＤホールに誘導した後、２人同時に戸賀沢様の見守りを怠っていた。
	一人が介助に入り、一人がＣホールにて見守りを行なう。

	関与した看護者
	患者様のことを把握できていなかった。（前のめりで歩行され、転倒の危険性がある事の理解不足）


	職員二人とも起床された患者様の介助に入っていた為、戸賀沢様の見守りを怠っていた。
	戸賀沢様に目の届かないところで起床介助をおこなった　

為視界に入らなかった。
	戸賀沢様に限らず注意すべき患者様の把握・確認、場所確認を行いスタッフの目の届く場所で過ごしていただく。

	患者様の状態
	前のめりで歩行される為常時転倒の危険性のある患者様。

スタッフの介入時怒りっぽさが目立っていた。
	「寝たくない。飯食いにいく」と言われＤホールへ向かって歩かれた。
	常に見守りが必要な患者様だったが、スタッフの目の届かない場所で過ごしていた。
	患者様の居場所を確認しなるべくスタッフの目の届く場所で過ごしていただく。


